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衆
議
院
議
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一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
境
界
不
明
確
海
域
」
及
び
「
漁
場
の
紛
争
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
都
道
府
県
の
境
界

付
近
の
海
域
等
に
お
い
て
、
都
道
府
県
間
の
漁
業
調
整
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

態
様
や
程
度
は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
数
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
水
産
庁
が
出
し
た
文
書
」
は
、
水
産
庁
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
及
び
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

六
十
七
号
）
第
八
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
各
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
会
長
に
対
し
通
知
し
た
「
都
道
府
県

境
付
近
の
水
域
の
全
部
又
は
一
部
を
漁
場
の
区
域
と
し
て
漁
業
の
許
可
又
は
委
員
会
指
示
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
（
平
成

二
十
二
年
一
月
二
十
一
日
付
け
二
十
一
水
管
第
千
九
百
九
十
九
号
）
を
指
す
も
の
と
考
え
る
が
、
同
通
知
は
、
都
道
府
県
の

境
界
付
近
の
海
域
の
全
部
又
は
一
部
を
漁
場
の
区
域
と
し
て
、
都
道
府
県
知
事
が
漁
業
法
第
六
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第

六
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
漁
業
の

許
可
を
し
、
又
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
が
漁
業
法
第
六
十
七
条
第
一
項
に
基
づ
く
指
示
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
都

一



道
府
県
関
係
者
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
必
要
な
協
議
を
経
て
、
関
係
者
の
了
解
を
得
た
上
で
こ
れ
ら
の
許
可
又
は
指
示
を
行

う
よ
う
、
技
術
的
助
言
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
の
境
界
付
近
の
海
域
に
お
け
る
操
業
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県

間
の
調
整
又
は
漁
業
法
第
百
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
よ
る
調
整
が
な
さ
れ
て
お

り
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
秩
序
あ
る
操
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
等
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
必
要
に
応
じ

て
当
事
者
間
の
話
合
い
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
等
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算

に
お
い
て
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
運
営
経
費
と
し
て
漁
業
調
整
委
員
会
等
交
付
金
を
、
当
事
者
間
の
話
合
い
の
あ
っ

せ
ん
等
を
含
む
経
費
と
し
て
水
産
庁
事
務
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。

二


